
 

 

 

 

 

○ふ る さ と 

                                校長 藤 井 将 弘 

 作者は不明ですが、右の文に出会いま

した。この文は、どんなに豪華な家に住

んでも、どんなに立派な校舎で学んで

も、人間が最後に行き着くところは、真

に心を育んでくれたところと伝えてい

ます。今日、家庭・地域・学校が連携し

て子どもの育成に当たるよういわれて

います。三者がそれぞれの立場でやさしくも厳しくも子どもの心を育まなければ、子どもにとって

家庭も地域も学校も「ふるさと」にはならずに成長してしまうかもしれません。グローバル化、情

報化、少子高齢化、都市への一極集中の社会、今後子どもたちは住み慣れた土地を離れて生きてい

くことも考えられます。そんなとき、親や兄弟姉妹のこと、友だちのこと、地域や学校での出来事

などを思い返し、懐かしむことがあれば、「ふるさと」を伝えられたと思っています。 

 

 先日、糠内子ども獅子舞を学びまし

た。今年度と来年度、北海道に対する

愛着や誇りを育む教育活動を進めるた

め、「北海道ふるさと教育・観光教育

等推進事業」の推進校に選出されまし

た。明治 37年から始まった糠内獅子

舞。糠内子ども獅子舞は、その 100

年の記念と伝統文化の継承を願って

始まり、今年で 21年目を迎えています。暑い中でしたが、糠内獅子舞保存会の方が来校し、子ど

もたちに振り付けを指導していただきました。その光景から、いつか成長した子どもたちが振り付

けを指導しに来校することを想像していました。保存会の方が真剣に指導する姿の一つ一つが子ど

もたちの心に「ふるさと」として刻まれていることを願いました。 

地域の宝である子どもたちに「ふるさと」のよさを伝えられるのは、私たち大人の努めともいえ

ます。 

 

 １学期間、保護者の皆様や地域・関係機関の皆様のご理解とご協力に支えられて教育活動を進め

ることができました。皆様のご支援に心から感謝申し上げます。 

「ふるさと」には最適な季節になりました。皆様よい夏をお過ごしください。 
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育ったところ 必ずしも家庭ではない 

心を育てられたところが 家庭である 

学んだところ 必ずしも母校ではない 

よき師よき友にめぐり会えたところが 学校である 

生まれたところ 必ずしも故郷ではない 

心をとどめたところが 故郷である 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体力テストは、子どもたちの体力の状況を把握するとともに、課題に対応した取組の実施や、体育・

保健体育の授業等の充実・改善に役立てることを目的として例年行われています。今年度初めて、糠内

学園の３校（糠内小・明倫小・糠内中）で合同実施をしました。学園内の小中学生が相互に影響し合う

ことによる記録の向上等も目的としました。 

６月２７日（金）、気温の上昇が予想されたことから、シャトルランについては各校での実施とし、

事前に測定していた５０ｍ走とシャトルラン以外の、①握力（筋力）、②上体おこし（筋持久力）、③

長座体前屈（柔軟性）、④反復横跳び（敏捷性）、⑤立ち幅跳び（跳躍能力）、⑥ソフトボール投げ（投

能力）の６種目を実施しました。糠内学園の小学１年生から中学３年生までが糠内小学校に集まって６

グループに分かれ、中学生が中心となってグループごとに行動することで、計測がスムーズに進みまし

た。他の学校の子どもたちと競い合い、応援し合いながら一緒に計測することで、記録向上への励みに

なり、自分の記録を少しでもよいものにしようと頑張る子どもたちの姿を見ることができました。なお、

シャトルランは次の週の月曜日に実施しました。結果については、分析を行い、学校全体や個人の体力

向上への取組、課題の把握に活用していきます。 

 

小学校６年生が進学後、中学校の学習や生活にスムーズに馴染んでいけるように、年間で６日間、中

学校登校を実施しています。６月２４日（火）～２６日（木）の３日間、６年生が中学校に登校しまし

た。６年生児童は、小学校の学習内容を中学校の教室で中学校の先生から学ぶため、いつもとは違った

雰囲気でしたが、いつもどおりの様子で学習し、次の中学校 

登校も楽しみにしているようでした。 

［児童の感想］ 

・授業時間がいつもより長かったですが、その分授業が楽し 

くてあっという間でした。 

・みんな仲良くしてくれてすごく楽しい３日間になりました。 

・中学校での勉強などが楽しみになりました。特に算数の勉 

強を頑張りました。 

違った環境に慣れるには、誰でも時間がかかります。この 

経験をとおして、馴染んでいってほしいです。中学校登校は 

１１月下旬にもう一度行います。 

 



今年度は、ふるさとのことを学ぶ「ふるさと教育」（ふるさと事業）として子ども獅子舞の取組をし

ます。７月４日（金）、取組のはじめに「ふるさと教育」の学習を全校で行いました。内容は、「糠内

獅子舞の歴史」「糠内子ども獅子舞について」「やくわり」「よてい」でしたが、主に「糠内獅子舞の

歴史」について話をしました。１８９８年（今から１２７年前）富山県から五位団体が入植し、五位神

社に御神体をうつす際に獅子舞を奉納。１９４３年に一度終わってしまっていた獅子舞が地域の青年の

手によって復活したことなどの話をしました。１年生から６年生まで興味を持って話を聞いて学びを深

めていました。子どもたちは次のような感想を持っていました。 

＜調べてみたいこと＞ 

・糠内以外ではどんな獅子舞をしているのか 

・獅子舞の意味  ・五位団体の入植の理由 など 

＜疑問に思ったこと＞ 

・どうして獅子舞は一度終わってしまったのか 

・なぜ獅子舞を奉納しようと思ったのか 

・どうやって獅子舞ができたのか など 

７月１５日（火）には、糠内獅子舞保存会の方８名に、 

獅子舞を教えていただきました。まずは、全員で足さばき 

（ステップ）の練習をして、その後、役割に分かれて練習 

をしました。笛や太鼓の音色と一緒に体を動かす子どもた 

ちは、体育館が暑かったこともあって、汗だくになり大変 

でしたが、楽しそうでした。これまで受け継がれてきた伝 

統文化を、体で感じるよい機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幕別町複式教育研究会の事業として、町内の複式３校で、年間を通じて集合学習を行っています。１学

期、低学年は、６月２３日（月）に生活科見学（給食センター）、中学年は、６月２７日（木）に社会科

見学（くりりんセンターと稲田浄水場）、高学年は、５月２０日（火）～２１日（水）に宿泊学習（帯広

市児童会館）を実施しました。また、６月１９日（木）に糠内小と明倫小２校での第１回集合学習（会場：

糠内小）を行いました。他校の児童とともに学ぶことで交流を深め、お互いに刺激を受けて学びが深まっ

ていくよい機会としたいです。 

 

 

 

写真は、宿泊学習 

（５月）のものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十勝管内 PTA研究大会が、７月２１日（祝月）に 

開催されました。「子どもの自己肯定感を育むための

エッセンス」の演題で講師の宮下さんからこれまで

の経験を生かした、子育てを応援する内容の講演会

が開催され、本校のＰＴＡも参加してきました。参加

された方の感想を掲載いたします（紙面の関係上、抜

粋）。 

［参加者の感想］ 

・自己肯定感と心理的安全性が両立してこそ、「心の

土台」が育まれていく重要性を教えていただきま

した。糠内は、保育所２歳から中学校卒業の１５歳

まで約１４年間というロングスパンで関わりをも

つ地域です。楽しいことばかりではない時も、調和

を選択しながら協力し合う関係性です。最近聞く

ことがとても多くなった「心理的安全性」。安心し

て自分の意見を伝えることができるチームか。相

手の立場を考えた、思いやりのある発言や行動が

できているか。未来輝く子ども達の為に、お手本と

なる大人の私達が、真剣に考え見つめ直していく

ことも必要かと思います。 

・自己肯定感を育むためには心理的安全性が重要で

あることや、心理的安全性を保障するための具体

を分かりやすく教えていただき、ためになりまし

た。家庭でも実行したいと思います。 

８月の行事予定 
 １日（金）定時退勤日 

１１日（月）山の日 

１３日（水）～１５日（金）学校閉庁日 

２１日（木）糠内学園研修会 

２２日（金）職員会議 

２５日（月）２学期始業式 

      

      夏休み作品展（～２９日） 

児童実態交流会 

２６日（火）二計測（１・２年） 

      校内研修会議  定時退勤日 

２７日（水）二計測（３・４年） 

      校内研修会議 

２８日（木）二計測（５・６年） 

      低学年集合学習（図書館等） 

      夏休み作品発表会 

      児童会  校内研修会議 

２９日（金）CIR①中②高 

 

教職員がリフレッシュし、元気な姿でこれ

まで以上に効果的・効率的な教育活動が行え

るよう、幕別町教育委員会は学校閉庁期間を

設定しています。 

８月１３日（水）～１５日（金）の期間、

学校へ緊急に連絡する必要がある場合は、下

記へ連絡をお願いいたします。 

教育委員会教育部学校教育課総務係 

電話 ５４－２００６ 

 

第１８回ブレイザーズサポートクラブカップ 

全道小学生バレーボール交流大会 

Cブロック優勝 

白人シャイニング 

６年 杉本香里奈 

環境省の熱中症予防行動ポスターです。夏休み中、お

子さんも保護者のみなさんも熱中症にお気をつけく

ださい。２学期、元気にお会いしましょう！ 


